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沈衛の楷書作品について
【観峰館オンライン講座】第３５回　観峰館所蔵品を鑑賞しよう（９）

しん  えい



はじめに
講座の内容

1. 沈衛について 

2. 楷書作品の分析 

3. 書風の淵源



１．沈衛について



沈衛（1862～1945）
漢字部　資料紹介　2022年7月号

• 沈衛（1862～1945）は、字友霍（ゆうかく）、号
を淇泉（きせん）といい、浙江の人で、光緒16年
（1890）に科挙の合格者である進士となりました。 

• 合格後は、選ばれた者しか入れない皇帝直属の秘書
室ともいえる翰林院へ進んだことから、相当優秀で
あったことがうかがえます。 

• 沈衛は書や詩文にすぐれましたが、清朝が崩壊した
後は、上海で書を売って生活したそうです。

しんえい



沈衛《楷書十二言対聯》

•司馬遷（前145？～前86？）の『史記』
「張耳・陳余列伝」の一説と、宋の劉義慶
（403～444）が著した『世説新語』から
引用した文を書いた対聯。 

•『収蔵品撰集２～中国書対聯作品～』　　　　
（観峰館、2008年）掲載

中華民国10年（1921）

しんえい





２．楷書作品の分析



沈衛（1862～1945）
漢字部　資料紹介　2022年7月号

• 清時代末期の沈衛（1862～1945）が、南宋の詩人
である姜夔（1155～1221）の詩を書いた作品。 

• 唐の四大家に倣（なら）う書法。

しんえい



•「罫線におさまる文字の配置」 

•多くの文字について、文字の周囲に一定の
余白がある（罫線の中いっぱいに書いて
いない）。



•「バランスの良い字形」 

• Balance： 
•天秤(てんびん)、はかり、天秤座、釣り合
い、平均、均衡、調和、均整(美)、(心の)
平静、落ち着き 

•平衡[釣り合い]を保たせる、平均させる。 
•釣り合わせる。

高／低、長／短、大／小などの 
釣り合いがとれている



•「肥痩のある線」 

•起筆／収筆でやや太くなる。 
•横画より縦画がやや太くなる。



•「罫線におさまる文字の配置」 
•「バランスの良い字形」 
•「肥痩のある線」 

•どの時代の、どの作家の書風がもとになっ
ているのか＝書風の淵源は？



３．書風の淵源
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唐（618～907）

•中国の統一王朝。李唐とも。隋末の乱に李淵（高祖）・李世民
（太宗）父子が挙兵して、煬帝（ようだい）の孫・恭帝の禅譲（中
国で帝王がその位を子孫へ伝えないで有徳者に譲ること）を受け、
618年に建国。 

•国威は周辺に広がり世界帝国の偉容を誇った。



褚遂良 沈衛

起筆で筆先を引っ掛ける



顔真卿 沈衛

顔真卿とは 
あまり似ていない？



顔真卿
41歳72歳
顔真卿 沈衛



41歳
顔真卿 沈衛顔真卿

72歳
左右対称に 
近い字形



沈衛《楷書姜夔除夜自石湖帰苕溪詩軸》
中華民国12年（1923）

•清時代末期の沈衛（1862～1945）が、
南宋の詩人である姜夔（1155～1221）
の詩を書いた作品。 

•唐の四大家に倣（なら）う書法。

沈衛《楷書姜夔除夜自石湖帰苕溪詩軸》
中華民国12年（1923）

しんえい　かいしょきょうきじょやじせきこきちょうけいしじく

複数の書風（書家のスタイル）
に倣う（融合させた）作例
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•唐の四大家 
•沈衛（1862～1945）の生きた時代






